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※機種によっては正しく表示されない場合があります。 スマートフォン用品川区は平成29年3月に
区制70年を迎えます

　区では、義務教育9年間における子どもの心や身体の
発達を踏まえ、1～4年生で基礎・基本の定着を図り、5
～9年生の前半にあたる5～7年生は基礎・基本の徹底に
重点をおいた指導を行っています。最後の8・9年生は
教科、内容の選択の幅を増やし、生徒の個性・能力を
十分に伸ばす指導を行います。
　小学生と中学生が一つの施設で学ぶ施設一体型の小
中一貫校も順次6校設置し、実践を積み重ねてきました。

　以降10年が経過し、この実践は全国に広がり、27年
6月には学校教育法の一部が改正され、これまでの小学
校、中学校などに加えて「義務教育学校」が新たな校
種として位置付けられました。このことを受けて、区
では品川区立の施設一体型小中一貫校6校を28年4月1
日から「義務教育学校」として新たに設置しました。
　今後も引き続き、全ての区立小・中学校、義務教育
学校で義務教育9年間の系統性や連続性を重視した一貫
教育を実施していきます。

学校教育法の一部改正
（平成27年6月）
学校教育法（第一条）
　この法律で、学校とは、幼
稚園、小学校、中学校、義務
教育学校、高等学校、中等教
育学校、特別支援学校、大学
及び高等専門学校とする。

問い合わせ／学務課学事係（☎5742－6828 Fax5742－0180）、指導課指導主事（☎5742－6832 Fax5742－6892）

義務教育9年間の一貫教育義務教育9年間の一貫教育

学 校 選 択 制学 校 選 択 制
　区では学校の特色ある教育活動を
推進するため、12年度から学校選択
制を実施しています。
●義務教育学校との関係
　新たに設置された義務教育学校で
は1～6年生を前期課程、7～9年生を
後期課程として、9年間を通じた義務
教育を実施しているため、6年生から
7年生へは原則そのまま進級となりま
す。ただし、今までと変わらず、別
の中学校・義務教育学校（後期課程）
を選択することもできます。また、7
年生から義務教育学校（後期課程）
に入ることも可能です。
〇学校選択の受け付けは毎年10月に
行っています。
〇受け入れ可能人数を超えた場合、
抽選になることがあります。

29年度の学校選択の手続きなどに
ついては、広報しながわ9月21日
号2・3面でお知らせしています。

小学校・義務教育学校（前期課程）入学時に希
望の学校を1校選択できます。

中学校・義務教育学校（後
期課程）入学時に希望の学
校を1校を選択できます。
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義務教育学校
が誕生しました！！

新 し い 学 校

教育特集号

品川区では18年度から全国に先駆け小中一貫教育を実施しています。
※区では、中学校1年生を7年生、2年生を8年生、3年生を9年生と称しています。

豊葉の杜学園
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「品川コミュニティ・スクール」

　学識経験者（大学教授など）、学校管理職、保護者、地域住民、卒業生、学校地域コーディ
ネーターなどにより組織しています。委員会では、学校の教育活動をより良いものにする
ために、教育活動の評価を行い、学校運営の基本方針について教員と共に考えていきます。
　地域の方が委員会に参加することで、教員の異動にかかわらず、地域や学校の特色を
生かした教育活動を継続的に行っていくことができます。

　保護者や地域の方に、学校の教育活動への支援をしていただく事業です。参加を希望する方は、事前に学校支援ボランティ
アとして登録をします。必要に応じて、学校地域コーディネーターがボランティア名簿から適切な人材を探し、依頼します。
　支援の例としては「本の読み聞かせ」「放課後学習支援」「学校花壇の整備」「図書室の運営」などがあり、学校の特色に
より様々な活動が行われています。

　子どもを取り巻く環境は複雑化し、学校に求められる課題も多様化しています。学
校と保護者、地域が総がかりでその課題を解決する仕組みづくりが不可欠になってき
ました。そこで義務教育9年間を学校・地域・家庭の強力な連携をもって継続的な学
校運営や教育活動を行う「品川コミュニティ・スクール」の取り組みを、28年度に
15校で開始しました。29年度には31校に拡大し、30年度には全校展開する予定です。

　震度5弱以上の地震が発生した場合、学校が避難所として地域の防災拠点になります。
　発災時には、
①安全・生活基盤の提供（被災者の受け入れ、水・食糧・生活必需品などの提供）
②情報による支援（災害情報・安否確認情報の提供）
をし、地域住民の方と一緒に、校長・学校職員も避難所運営を行います。
問い合わせ／防災課計画係（☎5742－6695 Fax3777－1181）、庶務課庶務係

学校避難所 地域の防災拠点

　区立小学校・義務教育学校では、日曜日、祝日、学校休業日の午前9時～午後5時（11
～3月は午後4時まで）のうち、学校教育に支障のない範囲で、校庭を子どもの遊び場と
して開放しています。
　対象はその学校に通学しているか付き添いのある就学前のお子さんです。実施日は各学
校によって異なるため詳しくは各学校へお問い合わせください。
問い合わせ／庶務課庶務係（☎5742－6824 Fax5742－6890）

校庭開放 地域の安全な遊び場

　区立小・中・義務教育学校では学校教育に支障のない範囲で生涯学習・スポーツ活動の
場として地域の方に施設を開放しています。
　学習・文化・スポーツ活動を通して、知識や教養、技術などを高め合い、グループ・サー
クル活動を進めていくための施設として利用できます。
　開放する施設は主に体育館・校庭・余裕教室です。使用時間・使用料・申込方法などは
各学校かスポーツ推進課へお問い合わせください。
問い合わせ／スポーツ推進課地域スポーツ推進係（☎5742－6838 Fax5742－6585）

学校施設開放 地域への開放

学校教育以外にも
学校施設はこんな風に
利用されています！
　学校施設を活用し、小学校・義務教育学
校1～6年生に放課後などの安全な居場所を
提供し、学びと遊びを通して子どもを育む
ことをねらいとしています。
　学級や学年を超えた交流の中で、自由に
過ごしたり、学んだり、運動したりするほ
か、学年ごとの「勉強会」や地域ボランティ
アなどが講師を務める囲碁・将棋・生け花・
英語などの「教室」を実施しています。
　子どもが様々な体験を通し、社会性や人
間性を高められるようにするとともに、地
域の方との交流も進めています。
　区内在住であれば国公立・私立学校に通
うお子さんも利用できます。

●利用案内
利用日／月～土曜日（祝日・年末年始は除く）
利用時間／学校のある日＝放課後～午後7時
学校が休みの日＝午前8時15分～午後7時
※午後5時以降は時間延長のため、保護者の就労などの理由が必要で事前申請となり
ます。また午後6時以降は1～3年生が利用できます。
利用料／午後5時まで＝月250円、午後6時まで＝月3,250円
午後7時まで＝月4,250円、保険料＝年650円
※勉強会の参加費、各種教室の教材費は別。
※午後5時を超えて時間延長する児童に、間食を提供します。
※午後6時を超えて帰宅する場合は、保護者などの迎えが必要になります。

問い合わせ／子ども育成課育成支援係（☎5742－6596 Fax5742－6351）

すまいるスクール 地域で放課後の学び

学校地域コーディネーター
（区非常勤）

　教育活動を通して学校と地域をつなぐ役割をします。学校が必要とす
る支援について、適切な学校支援ボランティアを派遣したり、支援

活動を学校や地域に知らせるなどの情報提供活動を行います。
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　オリンピック・パラリンピック教育では、体験
や活動を通して、子どもたち一人ひとりの心と体
に人生の糧となるかけがえのないレガシーを残す
ことを目指しています。
　各学校では、各教科などの学習内容・活動とオ
リンピック・パラリンピックを関連付け、「オリン
ピック・パラリンピックの精神」「スポーツ」「文化」
「環境」の4つのテーマと、「学ぶ」「観

み

る」「する」「支
える」の4つのアクションを組み合わせた多様な取り組みを展開することで、
子どもたちに「おもてなし」「スポーツ志向」「障害者理解」「和の心」「国際
的な視野」の5つの資質を身に付けさせます。

　「世界ともだちプロジェクト」とは、学校ごとに
東京2020大会参加予定国5カ国について、それぞれ
の国の文化・歴史・スポーツなどを学び、交流す
ることを通して、世界の多様性を知り、様々な価
値観を尊重する姿勢を養う取り組みのことです。
　品川区には12カ国の大使館と4カ国の領事館があ
り、姉妹都市にはアメリカ合衆国のポートランド
市、友好都市には、スイスのジュネーヴ市とニュー
ジーランドのオークランド市があります。こうし
た品川ならではの特色を生かした学習や交流も進
めていきます。

オリンピック・パラリンピック教育
「ようい、ドン！」

4年後の東京2020大会に向け、オリンピック・パラリンピック教育を進めています。
問い合わせ／指導課指導主事（☎5742－6832 Fax5742－6892）

世界ともだち
プロジェクト
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競技体験教室

を 通 し た
スポーツ志向
◦障害者理解

　品川区は、「ホッケー」「ビーチバレーボール」「ブ
ラインドサッカー」を応援しています。そこで、子
どもたちにこれらの競技を知ってもらい、親しんで
もらうために、各学校において競技体験教室を実施
しています。特にブラインドサッカー競技体験教室
は、パラリンピックに対する関心を高めるとともに、
障害者理解を深めることをねらいとしています。

ブラインドサッカーを体験する（大崎中学校）

中国の留学生から異国の文化を学ぶ（日野学園）
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「オリンピック・パラリンピックの精神」について知る
（豊葉の杜学園）
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ホッケーを体験する（鈴ケ森小学校）

古紙配合率80％再生紙を使用しています




